








要約:わが国の事故の実態について既存のデー夕を利用して検討を行った。その結果、1～

4 歳の入院事故発生頻度は 10 万人当り 494 人、外来患者は 47,300 人、死亡 1 に対して入

院 40 人、外来受診は3,600 人であった。また、この 20 年間で事故死亡率は 1/3 に減少し

たが、入院、外来事故発生率は減少していなかった。都道府県別にみる事故による死亡率

では 2.6～3.9 の差がみられた。今後、多くの小児事故関連の資料をデータベース化し、

必要な際は何時でも利用できる事故防止センター(仮称)が必要と考えられた。また、健診

を利用した保健指導方法を開発したので、その方法の普及を積極的に計るべきである。


